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Abstract 

官lIsstudy deals with the Eight Devas (八部衆)of the Mogao caves in Dunhuang and Yulinku grottoes in Anxi. 

By fieldwork done from 1998， other areas often contain a specia1 iconographical image which is not seen in the 

Eight Devas of this area. First to introduce the main works of this area， secondly to survey age chage， and finally 

we may be able to through the comparison of another areas between works be going to express the Eight Devas' 

acceptance and local arrangement. 

はじめに

中国における八部衆像の現存作例は，四川省の諸石窟・諸禽および甘粛省の敦士皇莫高窟と安西検林窟に多く

報告されている。また，韓国においては，主に統一新羅後期から高麗前期(8 世紀後半~1O世紀前半)に建立

された石塔の浮彫り像として，八部衆像が多く造像されている。ところが，中国の中原地域における作例は，

管見のおよぶ限りでは，わずかに河南省洛陽竜門石窟賓陽北洞に確認されるにすぎない。例えば，十二天がヒ

ンドゥー教における八方天をそのまま継承したものではなく，中国の中原地域において再構成された集合尊で

あることはすでに明らかにされているようにJ)八部衆に関しても中原地域においてその概念と図像が成立し

たという見通しを持っているが，現存作例の少なさから中原地域における八部衆像については十分に明確にさ

れない状態にある。

そこで，各地に現存する八部衆像を地域的に特徴付ける作業を行い，それを総合することが，中原地域にお

ける八部衆像の様相の復元にあたり重要な手がかりになると思われる O このような八部衆像の総合的な研究の

一端として，これまでに韓国の石塔の八部衆像2)および広元皇沢寺をはじめとする四川省の八部衆像3)を取り

上げ，各地域における八部衆像の図像とその展開の様相ついて考察を行ってきた。本稿もその一環であり，中

国における造像のもう一つの拠点である甘粛省の作例について取り上げる。
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